
精
神
障
害
者
問
題
資
料
集
成

精
神
障
害
者
は
、

国
家
に
よって
ど
う
管
理
さ
れ
た
か
。

ど
う
生
き
抜
い
た
の
か
。

２
０
１
６
年
６
月
よ
り
予
約
開
始

編集復刻版
限定100部

戦
前
編  

全
12
巻

新
た
に
発
見
さ
れ
た
東
京
府
立
松
澤

病
院
内
で
発
行
さ
れ
た
『
救
治
会
々

報
』
や
厚
生
省
予
防
局
優
生
課
内
で

発
行
さ
れ
た
雑
誌
『
和
光
』、
植
民
地

下
台
湾
で
発
行
さ
れ
た
『
心
理
と
医

学
』
や
、
川
崎
市
公
文
書
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
た「
救
護
法
」
下
で
の
病
院
収

容
の
実
例
文
書
な
ど
80
余
点
を
収
録
。

こ
う
し
た
戦
前
の
新
資
料
群
に
よ
っ

て
、
戦
後
の
精
神
衛
生
法
下
に
お
け
る

同
意
入
院
や
生
活
保
護
法
の
適
用
へ

の
影
響
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
く
！

新資
料発
見！

六花出版

精神障害者問題 資料集成
戦前編　全12巻

編集復刻版
限定100部

定
価
▼
本
体
価
格
３
０
０
、０
０
０
円
＋
税

体
裁
▼
Ａ
４
判（
４
面
付
け
方
式
）・
上
製
本
・

　
　
　
総
４
、２
５
０
頁

編
者
▼
岡
田
靖
雄
・
小
峯
和
茂
・
橋
本
　
明

解
説
▼
岡
田
靖
雄
・
小
峯
和
茂
・
橋
本
　
明
・

　
　
　
野
田
武
志
・
正
橋
剛
二
・
後
藤
基
行

協
力
▼
野
田
武
志
・
板
原
和
子
・
小
林
ひ
と
み
・

　
　
　
後
藤
基
行

第 1巻

Ⅰ 初期資料 解説　岡田靖雄

Ⅱ 各地の「瘋癲人」取締規則等 解説　岡田靖雄・
　　　野田武志

Ⅲ 巣鴨病院 /松沢病院 解説　岡田靖雄

第 2巻 Ⅲ 巣鴨病院 /松沢病院（年報類） 解説　岡田靖雄

第 3巻
Ⅳ 公立精神病院 解説　岡田靖雄

Ⅴ 私立精神病院 解説　岡田靖雄

第 4巻
Ⅵ 精神病者監護法および精神病院法 解説　岡田靖雄・

　　　橋本　明
Ⅶ 諸外国の精神病者対策 解説　岡田靖雄

第 5巻

Ⅷ 精神病者慈善救治会および日本精神衛生協会 解説　岡田靖雄

Ⅸ 精神科看護 解説　岡田靖雄・
　　　小峰和茂

Ⅹ 酒害 解説　岡田靖雄

第 6巻 Ⅺ 精神病学講義録 /教科書 解説　岡田靖雄・
　　　正橋剛二

第 7巻 Ⅻ 統計（『衛生局年報』） 解説　岡田靖雄

第 8巻
Ⅻ 統計（続） 解説　岡田靖雄

ⅩⅢ 議会議事録 解説　岡田靖雄

第 9巻
ⅩⅣ 司法精神医学その他 解説　岡田靖雄

ⅩV 植民地の精神病者対策 解説　岡田靖雄

第10巻 ⅩⅥ『救治会々報』 解説　岡田靖雄

第11巻

ⅩⅦ　『和光』　 解説　小峯和茂

ⅩⅧ 公立及代用精神病院協会総会議事録 解説　小峯和茂

ⅩⅨ 日本精神病医協会記事 解説　岡田靖雄・
　　　小峯和茂

第12巻

ⅩⅩ『心理と医学』 解説　岡田靖雄

ⅩⅩⅠ 精神病検診録／病床日誌ほか 解説　岡田靖雄

ⅩⅩⅡ 京都府・川崎市・神奈川県公文書類 解説　岡田靖雄・
　　　後藤基行

推
薦
▼
松
下
正
明（
精
神
医
学
史
学
会
理
事
長
）

　
　
　
酒
井
シ
ヅ（
順
天
堂
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
藤
野
　
豊（
近
現
代
史
研
究
者
）

　
　
　
中
村
　
治（
大
阪
府
立
大
学
）

　
　
　
大
友
昌
子（
中
京
大
学
・
社
会
事
業
史
学
会
会
長
）

　
　
　
坪
井
秀
人（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
鈴
木
晃
仁（
慶
應
義
塾
大
学
）

※戦後編は現在編集中。2017年中に第1回配本の予定。
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歴
史
資
料
を
あ
つ
め
、
編
集
す
る
と
は
、
ジ
グ
ソ
ー
・
パ
ズ
ル
に
に
て
い
る
。
ち
ら
ば
っ

て
い
る
ピ
ー
ス
に
は
、
ほ
か
の
も
の
も
ま
じ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
か
ら
い
く
つ
か
の
ピ
ー
ス

を
え
ら
び
、
な
ら
べ
て
み
る
。
そ
こ
に
は
、
絵
の
あ
る
部
分
が
み
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
編
集
を
お
え
て
、戦
後
編
の
編
集
に
か
か
っ
て
い
る
。中
心
に
お
き
た
い
の
は
、「
金

沢
学
会
」(

一
九
六
九
年
日
本
精
神
神
経
学
会
総
会)

前
後
、
各
地
の
大
学
病
院
精
神
科
・
精

神
病
院
に
お
こ
っ
た
闘
争
の
全
体
像
だ
が
、
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、「
周
囲
に
き
い
て
も

当
時
の
資
料
は
の
こ
っ
て
い
な
い
」「
警
察
の
弾
圧
を
お
そ
れ
て
、
資
料
は
す
ぐ
に
廃
棄

し
て
い
っ
た
」
と
い
う
返
事
が
お
お
い
。
当
時
を
い
き
た
者
に
は
、
ぼ
ん
や
り
と
全
体
像

は
の
こ
っ
て
い
る
。
だ
が
、
あ
と
の
人
た
ち
は
、
い
ま
固
定
さ
れ
た
資
料
に
よ
っ
て
判
断

す
る
し
か
な
く
な
る
。
で
き
る
だ
け
く
み
あ
わ
せ
て
も
、
パ
ズ
ル
の
絵
に
は
空
白
が
ひ
ろ

く
の
こ
る
。

  

今
回
い
く
つ
か
の
新
資
料
を
追
加
で
き
た
。
前
述
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
戦
前
像
の
空

白
部
分
は
い
く
ら
か
せ
ば
め
ら
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
全
体
像
が
み
え
る
に
は
ほ
ど
と

お
い
。
後
藤
基
行
さ
ん
に
よ
る
川
崎
市
資
料
発
掘
に
よっ
て
、
精
神
病
者
監
護
法
の
運
用
の

実
態
が
さ
ら
に
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
医
師
の
診
断
書
の
必
要
性
の
問
題
も
浮
上
し
、

各
地
に
お
け
る
同
様
資
料
の
発
掘
が
さ
ら
に
の
ぞ
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
精
神
病
院
法
に

よ
る
入
院
対
象
者
の
第
二
項
は
「
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
司
法
官
庁
特
ニ
危
険
ノ
虞
ア

リ
ト
認
ム
ル
モ
ノ
」
で
、
こ
れ
は
わ
が
国
に
お
け
る
広
義
保
安
処
分
の
最
初
の
規
定
で
あ

る
。
こ
の
項
目
の
該
当
者
が
ど
の
く
ら
い
い
た
か
の
数
字
を
ま
だ
み
た
こ
と
が
な
い
。

　
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
集
め
は
、
戦
前
に
つ
い
て
も
ま
だ
ま
だ
継
続
さ
れ
な
く
て
な
ら
な
い
。

同
時
に
、
空
白
部
分
の
絵
を
ど
う
お
ぎ
な
う
か
、
他
分
野
の
知
も
か
り
て
論
じ
な
く
て

な
る
ま
い
。

今
回
の
刊
行
に
あ
たって��

青
柿
舎
　
岡
田
靖
雄

　
精
神
障
が
い
領
域
は
、
長
く
医
療
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
た

が
、
今
日
で
は
、
医
療
以
外
の
場
面
、
す
な
わ
ち
地
域
や
家
庭
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

会
社
や
学
校
の
相
談
支
援
な
ど
、
当
事
者
を
中
心
と
し
て
多
職
種
が
協
働
す
る
実

践
場
面
が
展
開
す
る
領
域
で
あ
る
。
一
方
で
、
精
神
障
が
い
に
対
す
る
誤
解
と
差

別
が
浸
透
す
る
こ
の
社
会
に
お
い
て
、
精
神
的
に
病
む
人
々
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

無
理
解
と
生
き
づ
ら
さ
に
苦
し
む
人
々
が
増
え
続
け
て
も
い
る
。

　
精
神
障
が
い
を
め
ぐ
る
医
療
の
あ
り
方
、
と
り
わ
け
社
会
的
動
向
の
特
質
は
、

長
い
時
間
軸
の
な
か
で
し
か
明
ら
か
に
し
得
な
い
事
象
を
含
ん
で
い
る
。
近
代
と

い
う
国
民
国
家
の
成
立
、
衛
生
医
療
と
社
会
防
衛
の
展
開
、
専
門
家
集
団
の
創
出
、

人
権
と
当
事
者
主
体
の
価
値
観
の
生
成
、
こ
う
し
た
精
神
障
が
い
と
こ
れ
を
病
む

人
々
を
と
り
ま
く
本
質
的
な
問
題
性
は
、
歴
史
的
社
会
的
文
脈
の
な
か
に
お
い
て

浮
か
び
あ
が
る
事
象
で
あ
る
。

　
こ
の
た
び
の
六
花
出
版
に
よ
る
第
四
回
配
本
は
、
日
本
に
よ
る
植
民
地
体
制
下

の
台
湾
に
お
け
る
機
関
誌
『
心
理
と
医
学
』
や
東
京
府
立
松
沢
病
院
内
で
発
刊
さ

れ
た
『
救
治
会
々
報
』、
古
く
は
一
八
八
七
年
の
病
床
日
誌
、
ま
た
一
九
〇
五
年
の

日
露
戦
争
に
よ
る
発
病
者
の
病
床
日
誌
、
一
九
二
〇
年
発
足
の
日
本
精
神
病
医
協

会
の
記
事
、
公
立
及
代
用
精
神
病
院
協
会
発
行
の
『
和
光
』
な
ど
貴
重
な
史
資
料

が
含
ま
れ
る
。

　
精
神
障
が
い
領
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
学
か
ら
の
活
発
な
歴
史
的
研
究
が
進
展

す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

（
お
お
と
も
ま
さ
こ
╱
中
京
大
学
・
社
会
事
業
史
学
会
会
長
）

精
神
障
が
い
領
域
に
社
会
福
祉
学
か
ら
の

歴
史
的
ア
プロ
ー
チ
を
可
能
と
す
る
資
料
集
成

大
友
昌
子

推
薦
の
こ
と
ば

内
容
見
本



（
さ
か
い
・
し
づ
▼
順
天
堂
大
学
名
誉
教
授
）

▼

（
な
か
む
ら
・
お
さ
む
▼
大
阪
府
立
大
学
）



第
10
巻

　『
救
治
会
々
報
』	

	

『
心
疾
者
の
救
護
』
▼
第
二
七
号
第
二
八
号
別
刷
／
第
三
二
号
～
第
四

九
号
▼
精
神
病
者
救
治
会
／
救
治
会
▼
一
九
一
七
・
六
～
一
九
二
八
・
九

『
救
治
会
々
報
』
▼
第
五
〇
号
～
第
六
〇
号
▼
救
治
会
／
精
神
病
者
救
　

治
会
▼
一
九
二
九
・
一
一
～
一
九
四
一
・
一
〇

　『
和
光
』	

	

『
和
光
』
▼
第
二
・
三
号
・
第
六
号
～
第
七
巻
第
一
号
▼
公
立
及
代
用
精
神
　

病
院
協
会
／
日
本
精
神
病
院
協
会
▼
一
九
三
四
・
一
一
～
一
九
四
〇
・
四

　
公
立
及
代
用
精
神
病
院
協
会
総
会
議
事
録

公
立
及
代
用
精
神
病
院
々
主
院
長
会
議
議
事
録
　
昭
和
七
年

十
二
月
五
日
開
催
▼
一
九
三
二
・
一
二

　
日
本
精
神
病
医
協
会
記
事	

	

日
本
精
神
病
医
協
会
記
事
▼
第
一
号
▼
一
九
二
〇
・
一
～
一
九
三
　
　

四
・
四

　『
心
理
と
医
学
』	

	

『
心
理
と
医
学
』
▼
第
一
巻
第
一
号
～
第
一
巻
第
三
号
▼
日
本
精
神
療

法
医
学
会〔
台
湾
〕▼
一
九
四
四
・
六
～
一
九
四
五
・
二

　
精
神
病
検
診
録
／
病
床
日
誌
ほ
か	

	

精
神
病
検
診
録
▼
呉
秀
三
▼
一
九
〇
八
・
九

病
床
日
誌
▼
山
■
貞
■
助
▼
一
八
七
七
・
一

精
神
病
者
収
容
施
設
調 

昭
和
四
年
七
月
末
日
現
在	

▼
内
務
省
衛
生

局
▼
一
九
三
一
・
三

　
京
都
府
・
川
崎
市
・
神
奈
川
県
公
文
書
類

第
12
巻

第
11
巻


